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ら
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「る・ ら るjの尊敬用法の発生 と展開

尊
敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
が 、
話
者
を
主
語
と
す
る
受
身
表
現
か
ら

主
に
転
化
し 、
発
達
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を、
古
文
書
他
の
文

献
の
検
討
に
よっ
て
明
ら
か
に
し
たい 。
「
る・
ら
る」
の
尊
敬
用
法
は、

自
発
用
法、
あ
る
い
は
自
発
的
意
味
か
ら
発
生
し
た
と
す
る
説
が
有
力
で

あ
る
が 、
尊
敬
用
法
が
文
献
に
現
わ
れ
始
め
る
頃
の
〈
自
発、
受
身
等と

意
味
的
に
連
続
す
る
用
法〉
の
出
現
箇
所 、
使
用
者
等
を
検
討
し 、
自
発

用
法
が
他
人
の
行
為
につ
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
ない
こ
と
や 、
敬
語

本
来
の
必
要
性
等
につ
い
て
も
考
え
あ
わ
せ
る
と、
自
発
よ
り
も
受
身
用

法
か
ら
転
化
し
た
可
能
性
が
高い
と
思
わ
れ
る。
受
身
用
法
か
ら
発
生
し

た
と
考
え
る
と
先
学
諸
氏
の
指
摘
さ
れ
た
平
安
期
の
尊
敬
用
法
の
「
る
・

ら
る」
の
種々
の
使
用
特
色
につ
い
て
も
理
解
し
や
す
く
な
る。
ま
た、

理
論
的
な
面
か
ら
早
く
に
〈
受
身
↓
尊
敬〉
説
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
松
下

大
三
郎
氏、
木
下
正
俊
氏
の
見
解
と
私
見
の
関
連
につ
い
て
も
述べ
る。

は

め

じ

尊
敬
用
法
の
「
る・
ら
る」
は

、
自
発・
受
身
用
法
に
遅
れ
て
文
献
に
登

場

す
る

。
登

場
時
期
の
遅
れ
の

他に
も
、

使
用
さ
れ
る
文
献
の
種
類
や

、
そ
の
出

辛

絵

島

美

現
す
る
箇
所
(
会
話
文・
地の
文
等)
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
点
で
も
、

自
発
や
受

身
用
法
と
は
異
なっ
た
特
色
を
呈
す
る

。
記
録
な
ど
の
変
体
漢
文
に
は
用
例
が

多い
が

、
訓
点
資
料
や

、
院
政
期
ま
で
の
和
文
に
は
少
な
い

。
し
か
し
、

会
話

注
1

文
に
は
和
文
や
訓
点
資
料に
も
早
く
か
ら
用
例
が
見
え
る
とき口
わ
れ
る

。

な
ぜ
尊
敬
用
法
は
自
発・
受
身
用
法
に
遅
れ
て
文
献
に
現
わ
れ
る
の
か

。
な

ぜ
文
献
の
種
類
や
箇
所
に
よっ
て
使
用
量
に
差
が
見
ら
れ
る
の
か

。
こ
の
問
題

は
、

尊
敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
の
発
生
と
深
く
関
わ
る
は
ず
で
あ
る

。
尊
敬

用
法
の
「
る・
ら
る」
の
発
生
の
様
相
に
つい
て
は

、こ
れ
ま
で
も
自
発
や
受

注
2

身
等
の
意
味
の
分
化
と
合
わ
せ
て
理
論
的に
推
測
さ
れ
る
と
と
は
あっ
た
が

、

文
献
に
見
え
る
如
上
の
現
象
が
考
慮
さ
れ
る
と
と
は
な
かっ
た

。
尊
敬
の
「
意

味
」
の
発
生に
の
み
主
眼
が
置
か
れ

、
実
際
の
「
用
法」
に
つい
て
の
考
察
・

検
討
が
措
か
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る

。
受
身
や
自
発
用
法
の
発
生に
つい
て
な

ら
論
理
的
な
考
察に
偏
る
の
も
仕
方
ない
が

、
尊
敬
用
法
は
事
情
が
違
う
。

文

献
に
現
わ
れ
る
初
期
の
様
相
を
た
ど
り
、

そ
の
現
象
の
解
釈
を
す
ると
と
な
し

に
、

発
生
の
様
相
を
結
論
付
けべ
る
き
で
は
ない
と
思
う
。

そ
れ
が
今
ま
で
な
さ
れ
な
かっ
た
の
は

、
そ
の
初
期
の
様
相
を
呈
す
る
文
献

(八 、
九
世紀の
資
料)
の
不
足に
よ
る
と
思
わ
れ
る

。
そこ
で
私
は

、
あ
ら
た
に

古
文
書
を
調
査
対
象
に
加
え
ると
と
に
よっ
て

、
こ
の
問
題
を
解
く

鍵
が
つ
か

め
ない
か
と
考
え
た

。
古
文
書
は

、
お
も
に
歴
史
学
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
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て
い
る
が 、

国
語
史
の
資
料
と
し
て
も
音
韻 、

文
法 、

語
集
等
の
多
方
面
に
わ

注
3

た
っ
て
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る 。
問
題
の
奈
良
・

平
安
期
に
も
年
代

を
お
っ
て
文
書
が
存
在
す
る
の
で 、

同
種
の
資
料
内
に
お
い
て
「
る
・
ら
る」

の
尊
敬
用
法
が
栄
え
て
ゆ
く
様
相
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る 。
よ
っ
て 、

本

稿
で
は 、

古
文
書
を
手
掛
か
り
に
し
て 、

和
文
物
語 、

和
文
日
記 、

和
歌
集 、

古
記
録
等
の
文
献
に
お
け
る
使
用
状
況
と
合
わ
せ
な
が
ら 、
尊
敬
用
法
の「
る・

ら
る」
の
発
生 、

展
開
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う 。

二 、

古
文
書
に
お
け
る
「
る
・
ら
る」

の
特
色

古
文
書
に
見
え
る
「
る・
ら
る」
の
詳
細
は 、

拙
稿
「
古
文
書
に
お
け
「
る・

注
3

ら
る
(
被)』
の
特
色」
で
報
告
し
た 。
対
象
と
し
た
の
は
十
世
紀
ま
で
の
「
る・

ら
る」
と
よ
む
べ
き
「
被」
字
と 、

平
安
期
の
仮
名
文
書
の
「
る
・
ら
る」
で

1
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あ
る 。
そ
の
結
果 、

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は 、

古
文
書
で
は
ア〈
九
世
紀
の
前

期
か
ら
確
実
な
尊
敬
用
法
が
見
ら
れ 、

年
代
を
お
っ
て
増
加
す
る〉 、

イ〈
受
身

用
法
と
尊
敬
用
法
が
同
じ
「
る
・
ら
る」
を
媒
体
に
し
て
緊
密
に
連
続
し
て
い

る〉 、

ウ
〈
尊
敬・
受
身
の
連
続
性
と 、

尊
敬
用
法
の
多
用
は 、
二
者
間
で
取
り

交
わ
す
と
い
う
作
成
事
情 、

内
容 、

用
字
等
の
古
文
書
が
持
つ
微
々
の
特
色
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
ら
し
い〉
こ
と
で
あ
る 。

ア
の
尊
敬
の
古
例
の
検
討
に
つ
い
て
は 、

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い 。

尊
敬
用

法
は 、

九
世
紀
で
「
る
・
ら
る」
全
六
八
例
中
の
約
二
割
で
あ
る
が 、

十
世
紀

に
は
全
四
O
五
例
中
の
約
四
割
を
占
め 、

十一
世
紀
に
は
さ
ら
に
増
え
る 。

イ
の
根
拠
に
は 、

①
「
る
・
ら
る」
は
受
身
か
尊
敬
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

が 、

そ
の
両
方 、
つ
ま
り
受
身
と
も
尊
敬
と
も
解
釈
で
き
る
例
が
非
常
に
多
く

指
摘
さ
れ 、

確
実
な
受
身・
尊
敬
の
用
例
数
を
凌
ぐ
と
と(
別
表
2
参
照) 、

②
受

身
用
法
も
尊
敬
用
法
も
〈
使
用
者
(
差
出
人)
が
上
接
動
詞
の
被
動
者
で
あ
る
場

合
が
多
い〉
〈
宛
所(
文
書
を
差
し
出
す
相
手)
が
上
接
動
調
の
行
為
者
で
あ
る
場

合
が
多
い〉
等
の
共
通
し
た
特
色
を
持
つ
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る 。

①
の
尊
敬
と
も
受
身
と
も
解
釈
で
き
る
例
(
以
下
〔
両〕
と
略
記
す
る)
と
は 、

准
彼
圧
例 、
早
欲
被
免
除
之

。{
天
禄四(九
七一
三
年九
月一
日
東寺
伝
法
供

家
牒

東
寺
百
合
文
書
せ
『
平
安
遺
文』
三
O七〕

の
よ
う
に 、
「
書
手
が
相
手
か
ら
之
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る」
と
も
「
相

手
が
之
を
免
除
な
さ
る
こ
と
を
書
手
が
欲
す
る」
と
も
と
れ
る
例
の
こ
と
で
あ

る 。
こ
こ
で
「
免
除
さ
れ
る」
の
は
書
手
で 、
「
免
除
す
る」
の
は
宛
所
で
あ
る 。

②
の〈
使
用
者
が
上
接
動
詞
の
被
動
者
で
あ
る〉
〈
宛
所
が
上
接
動
詞
の
行
為
者

で
あ
る〉
と
い
う
の
は 、
こ
の
例
の
よ
う
に 、

書
手
が
「
免
除」
と
い
う
行
為

を
受
け
る
被
動
者
と
な
り 、

宛
所
が
「
免
除」
の
行
為
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

で
あ
る 。
〈
被
動
者
H

書
手〉
で
あ
る
例
は 、

尊
敬・
〔
両〕
・

受
身
す
べ
て
九
割

以
上
に
上
り 、
〈
行
為
者
H

相
手〉
の
例
も 、
尊
敬
が
六
割 、
〔
両〕
が
九
割
以

上 、

受
身
が
四
割
に
上
る 。

次
に
ウ
で
あ
る
が 、

古
文
書
の〈
二
者
間
で
取
り
交
わ
す
と
い
う
作
成
事
情〉

は 、

主
語
や
補
語(
i
ニ 、
カ
ラ)
の
省
略
を
う
な
が
す 。
イ
②
の
よ
う
に 、

被

動
者
は
書
手
で
あ
る
自
分
自
身
で 、

行
為
者
は
宛
所
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

だ
か
ら 、

当
事
者
間
で
そ
れ
ら
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い 。
一
体
ど
ち
ら

が
主
語
な
の
か 、

す
な
わ
ち 、

受
身
表
現
か
尊
敬
表
現
か
判
然
と
し
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
古
文
書
の
読
手
の
み
な
ら
ず
書
手
に
と
っ
て
も

同
様
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る 。
第
三
者
に
つ
い
て
な
ら 、
行
為
者
・

被
動
者
を
誤
解
の
な
い
よ
う
に
示
す
必
要
が
あ
る
の
で 、

書
手
は
自
分
の
視
点

を
常
に
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が 、

自
分
と
相
手
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
当
事
者

に
は
そ
の
行
為
の
仕
手
・

受
手
は
自
明
な
の
で 、

そ
の
行
為
を
自
分
が
ど
ち
ら

の
立
場
か
ら
表
現
し
て
い
る
か
を
意
識
す
る
機
会
は
少
な
い
は
ず
で
あ
る 。

2 
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〈
内
容
面〉
で
も 、
事
物

の
授
受、
事
柄

の
通
達
・

報
告 、
任
免
等

の
動
作

が
多

く
取
り
扱
わ
れ、
そ

の
動
作

の
受
給
・

受
益
を
番
手
が

希
望
す
る

場
合
が

多
い
た
め

に、
受
身
・

尊
敬

の
境
界
が
暖
昧

に
なっ
て

い
る

。
た
と
え
ば、

望
請 、
被
言
上
此
由 、
重
下
符
閣
宰 、
被
免
他
役 、
将
動
神
事

。〔
昌泰三(八

九
O)
年
四
月二
七
日
太
政
官
符
写

熱
田
神
宮
古

文書
『
平
安
遺

文」一
八四〕

は、
熱
田
神
社
か
ら
神
祇
官

に
出
さ
れ
た
解

の
「
私
た
ち
は、
神
祇
官

に
よっ

て、
こ

の
事
情
を
太
政
官

に
言
上
さ
れ、
太
政
官
か
ら
重
ね
て
符
を
尾
張
国

に

下
さ
れ、
他
役
を
免
除
さ
れ
て、
今
後
もっ
ぱ
ら
神
事

の
み
を
勤
め
る
こ
と
を

希
望
す
る」
と

い
う

く
だ
り
だ
が、
古
文
書

の
受
身
文

に
は、
こ

の
「
被
免
他

役」
よ
う
な
「
あ

い
方

の
受
動
態」
を
作
る
動
詞 、
つ
ま
り

動
作

に
相
手
が
必

要
な
「
免
ず」
「
下
す」
「
言
上
す」

の
よ
う
な、
方
向

性
の
明
確
な
動
詞
が
多

く
用

い
ら
れ
る
(
受
身・〔
両)
の
八
割
弱)

。
ま
た、
右
例

の
「
被
言
上」
や

請
被
永
停
止
以
公
浪
人
被
捕
任
太
神
御
領
名
張
山
預
職
状

。:・
。

望
請
祭
主

裁
。

永
被
停
止
件
山
預 、
意
功
能
以
神
戸
預
等
子
弟 、
長
奉
件
預

。〔
天
慶九

(
九
四
六)
年
八
月二
六
日
伊
賀
園
神
戸
長
部
解
案
光
明
寺
古
文
書
『
平
安
遺

文」
二
五
五〕
「:・

。
裁
断
を
請
う
。

私(
書
手)
は、
件

の
山

の
預(
公
浪人

が
太
神
御
領
名
張
山
の
預
に
補
任さ
れ
て
い
る
こ
と)
を
停
止
さ
れ、
功
能
を
つ

く
し
て
我
ら
が
子
弟
を
預

に
奉
じ
た

い
と
思
う」

の
意

。

の
よ
う
な
受
益

の
意
味

の
間
接
受
身
文
も
多

い(
受
身・〔
両〕
の二
割
弱)

。
あ

い

方
の
受
動
態
も
間
接
受
身
文
も「
A
ガ
Bニ(カ
ラ)
C
ヲ
D
サ
レ
ル」
型
で〈「
B

が
C
ヲ
D
ス
ル」
と

い
う
行
為
を
A
が
蒙
る〉
と

い
う
構
造
を
持
つ

。
と
も

に

書
手

の
動
作

の
受
給
・

受
益

の
度
合

い
の
強

い
表
現
だ
と

いっ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
受
給・
受
益
を、
被
動

者
が

希
望
し
た

場
合

に、
受
身
が
尊
敬
と
紛
ら
わ

し
く
な
る

の
は
当
然
で
あ
る

。
古
文
書

の
「
る・ら
る」

の
大
部
分
は、
受
身・

尊
敬

に
拘
ら
ず
下

位
の
者
が
上

位
の
者
に
差
し
出
す
文
書

に
用

い
ら
れ
(

上
申

文
書
に
使
用
さ
れ
た
例
は、
尊
敬
が一
七一
中
八
四
例、
受
身
が一
二
八
中
八
四
例、

〔
両〕
が一
七四
中一
四九
例) 、
し
か
も 、
上

の
例

の
よ
う

に「
乞」
「
望
乞」「
請」

等
の
希
求
表
現
と
共

に
使
用
さ
れ
る

注
5

こ
と
が
多

い(
上
申
文書で

は
全「る・

ら
る」
の
六
割)

。事
物 、
事
柄

の
移
動

を
受
動
的

に
表
現
す
る
機
会
が
多

い

と
こ
ろ

に
加
え
て、
書
手
が
上

位
者

で
あ
る
相
手
か
ら
恩
恵
を
蒙
る
こ
と

を
期
待
す
る

場
合

に
使
用
さ
れ
る
か

ら 、
尊
敬
と
も
解
釈
で
き
る
例
が
多

く
な
る

の
で
あ
る

。
相
手

に
頼
み
事

を
す
る

時
に
ぞ
ん
ざ

い
な
言
葉
を
使

う
人
は

い
な

い
。

希
望
を
実
現
し
て

も
ら

い
た

い
一
心
で、
相
手

の
気

に

障
る
こ
と
が
な

い
よ
う

に
心
を
配
る

は
ず
で
あ
る

。
こ

の
よ
う
な
状
況
下

で
は
意
味
的

に
も
受
身
と
尊
敬
は

密

接
な
関
連
を
持
つ
と

い
え
よ
う
。

〈
用
字〉

の
面
で
も 、
古
文
書
で

使
用
さ
れ
る
「
被」
は、
尊
敬
と
受

身
と

の
連
続

性
を
緊

密な
も

の
に

し

て
い
る

。「
被」

に
は
「
カ
ウ
フ
ル」

(
類衆
名
義
抄)

の
訓
が
あ
り 、
目
上

の

人
か
ら
行
為
や
恩
恵
を
受
け
る
意
味

で
一
般

に
は
使
用
さ
れ
る
が、
古
文

尊敬用法の「る・らるJと尊敬の補動助詞「給

古漕 九暦 貞信 古今 土佐 鯖始 字津 源氏 竹取 伊勢
確実に尊敬 171 12 48 4 2 39 254 81 5 。

る・ ら る 尊敬の可能性あ り 174 9 21 12 。 13 89 90 。 2 
計 345 21 69 16 2 52 343 171 5 2 

給ふ 10 6 47 16 41 203 3799 2989 117 52 
「る・ ら るJ(上段)+1給ふJ(下 97.1 77.8 59.5 50.0 20.4 8.3 5.4 4.1 3.7 
段)を 100 と した時のパーセン / / / / / / / / / / 
アーーシ‘. 2.8 22.2 40.5 50.0 79.6 91. 7 94.6 95.6 96.3 

3 
(注)古今集は歌部以外の用例を挙げた。

別表l
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別表2 rる・らる」 の用法と使用箇所(その1 ) 
古文書 九暦抄 貞信公記 古今和歌集 土佐日記 購鈴日記

地文 会話 言十 地文 会引 言十 地文 会引 計 序詞注 歌 計 地文 会話 歌 計 地文 心中 手紙 会話 歌 計
尊敬 普動 162 31 165 9 1 10 18 24 42 2 1 3 2 。 。 2 23 。 。 13 。 36 

下接 98.2 1.8 100災 90.0 10.0 100% 42.9 57.1 100% 63.9 。 0136.1 01100% 
敬動 6 。 6 2 。 2 2 4 6 。 1 。 。 。 。 。 。 。 3 。 3 
下接 。 。 。 。 一一一

尊敬か 173 11 174 7 2 9 16 5 21 9 3 12 。 。 。 。 5 1 。 5 。 11 
受身 99.4 0.6 100% 76.2 23.8 100% 75.0 25.0 100% 。 。 。 0145.5 9.1 0145.5 01100% 
受身 124 41 128 3 。 3 11 12 23 8 11 19 。 。 。 。 18 4 。 3 3 28 

96.9 3.1 100% 47.8 52.2 100% 42.1 57.9 100% 。 。 。 0164.3 14.3 0110.7 10.7 100% 
自発か 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 。 。 。 。 1 
尊敬 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 一一一

自発 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 23 23 。 1 l 2 40 。 2 。 9 51 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 01 100 100% 78.4 01 3.9 0117.6 100% 

可能か 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 。 1 
尊敬 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 一一一

可能 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 9 9 。 。 。 。 21 3 2 。 2 28 
。 。 。 。 。 。 。 。 0一一一 。 。 。 0175.0 10.7 7.1 01 7.1 100% 

自発か 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 4 4 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
可能 。 。 。 。 。 。 。 。 。 一一一 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
受身か 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
可能 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
計 465 81 473 21 3 24 47 45 92 20 51 71 2 1 1 41 108 8 4 25 14 159 

98.3 1.7 100% 87.5 12.5 100% 51.1 48.9 100% 28.2 71.8 100% 67.9 5.0 2.5 15.7 8.8 100% 

(注)数字上段は用例数、 下段はパーセンテージ。「普動下接J r敬動下接」は、「る・らるJが「敬語動詞以外の普通の動詞に下接する場合Jと「敬語動詞に下接する場

合Jの意。 また「心中Jは心中思惟部を、『九暦抄Jr貞信公記aの「会号IJは会話部と文書の引用部を、r古今集sの「序詞注」は仮名序、 真名序、 詞書、 左注を示す。
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「る ・ らる」の用法と使用箇所(その2 ) 

宇津保物語 (1000ページま で) 源氏物語 (明石ま で) 竹取物語 伊勢物語
地文 心中 手紙 � ヲ白 ニ白ι 歌 絵解 言十 地文 心中 手紙 会話 歌 計 地文 心中 手紙 会話 歌 計 地文 会話 歌 計

尊敬 普動 49 l 1 0  125 。 21 187 5 3 。 9 。 17 1 。 。 1 。 2 。 。 。 。
下接 26.2 0.5 5.3 66.8 01 1. 0 100% 29.4 17.6 0152.9 01100% 。 。 。 。
敬動 34 1 2 30 。 。 67 53 3 1 7 。 64 2 。 。 1 。 3 。 。 。 。
下接 50.7 1.5 3.0 44.8 。 01100% 82.8 4.7 1.6 10.9 01100% 。 。 。 。

尊敬か 18 3 2 46 。 3 72 4 4 。 15 。 23 。 。 。 。 。 。 2 。 。 2 
受身 25.0 4.2 2.8 63.9 01 4.2 100% 17.4 17.4 0165.2 01100% 。 。 。 。 。 。 一一一
受身 49 13 2 63 2 21 131 71 18 2 44 21 137 7 1 2 6 。 16 6 2 2 10  

37.4 10.0 1.5 48.1 1.5 1.5 100% 51.8 13.1 1.5 32.1 1.5 100% 43.8 6.3 12.5 37.5 01100% 
自発か 13 。 。 3 。 。 16 62 l 1 1 。 65 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
尊敬 81.3 。 0118.8 。 01100% 95.4 1.5 1.5 1.5 01100% 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
自発 8 。 7 17 12 。 44 144 2 5 35 81 194 4 。 。 。 2 6 。 。 5 5 

18.2 0116.0 38.6 27.3 01100% 74.2 1.0 2.6 18.0 4.1 100% 
可能か 。 。 。 1 。 。 1 2 。 。 。 。 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
尊敬 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
可能 2 1 1 9 11 。 24 28 。 2 3 2 35 1 。 。 2 。 3 l 1 2 4 

8.3 4.2 4.2 37.5 45.8 01100% 80.0 01 5.7 8.6 5.7 100% 
自発か 。 。 。 2 1 。 3 5 。 。 2 。 7 。 。 。 。 。 。 。 。 1 l 
可能 。 。 。 。 。 。 一一一
受身か 。 。 。 2 。 。 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 。 2 。 。 。 。
可能 。 。 。 。 。 。 一一一 。 。 。 。

計 173 19 24 298 26 71 547 374 31 1 11 1 16 121 544 15 l 2 12 2 32 9 3 10 22 
31.6 3.5 4.4 54.5 4.8 1.3 100% 68.8 5.7 2.0 21.3 2.2 100% 46.9 3.1 6.2 37.5 6.2 100% 40.0 13.6 45.5 100% 

別表2
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の
使
用
数
を
出
し
て、
尊
敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
が
ど
れ
く
ら
い
盛
ん
に
用

注
B

い
ら
れ
て
い
る
か
を
調べ
て
み
た

。
結
果
は
別
表
1

の
如
く
で
あ
る

。
そ
の
使

用
率
の
高い
順
に
文
献
を
並
べ
る
と、
資
料
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
き
れい
に
分

か
れ
て
並
ぶ
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る

。
ま
ず 、
変
体
漢
文
の
資
料 、
そ
れ
も
古
文

書
が
圧
倒
的に
多
く 、
つ
い
で
記
録
類
で
あ
る

。
次
に
『
古
今
集』
の
序・
詞

書
・

左
注 。
そ
し
て
和
文
の
日
記
類 、
最
後
に
物
語
類
で
あ
る。

次
に 、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
序
列
が
で
き
る
理
由
を
解
明
す
る
た

め
に 、
各
文
献
の
「る・
ら
る」
に
つ
い
て、
そ
の
用
法
と
使
用
箇
所
を
詳
細

に
調べ
て
み
た(
別
表2)

。
結
果 、
二
つ
の
興
味
深い
事
実
が
指
摘
で
き
る

。

一
つ
は、
尊
敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
の
使
用
率
の
高い
文
献 、
す
な
わ
ち

表
の
左
寄
り
の『
古
文
書』
『
九
暦
抄』
「
貞
信
公
記」
『
古
今
集」
『
蛸
蛤
日
記』

等
で
は
会
話
・

手
紙
部 、
地
の
文
等
の
箇
所
に
拘
ら
ず
に
こ
れ
が
用い
ら
れ
る

の
に
対
し
て、
低い
文
献 、
す
わ
ち
表
の
右
寄
り
の「
宇
津
保
物
語」
「
源
氏
物

語』
等
で
は
||

特に
敬
語
動
詞
で
は
な
い
普
通
の
動調
に
下
接
し
て
敬
意
を

表
す
用
法
に
お
い
て
顕
著
に

||ムE
話
部に
偏
在
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ

と
。

大
坪
氏
の
発
表
要
旨
に
よ
る
と
訓
点
資
料
で
も
同
じ
く

会
話・
心
中
思
惟

部
に
偏
在
す
る
そ
う
で
あ
る

。
物
語
類
で
は
敬
語
動調
に
下
接
し
な
い
尊
敬
用

法
の
「
る
・
ら
る」
が
会
話
部に
偏
る
こ
と
は
す
で
に
森
野
宗
明
氏
が
指
摘
さ

注
l

れ
て
い
る
が、
資
料
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よっ
て
用
例
の
多
寡
が
見
ら
れ
る
要
因
の

一
つ
に
こ
の
使
用
箇
所
の
偏
り
が
挙
げ
ら
れ
そ
う
で
あ
る

。
物
語
類
も
地
の
文

に
も
う
少
し
用い
ら
れ
た
な
ら
ば
用
例
は
もっ
と
多
く
なっ
た
は
ず
で
あ
る

。

二
つ
め
は、
〈
受
身
と
尊
敬
の
両
方
に
解
釈
で
き
る
例
〉の
現
わ
れ
る
箇
所
に
も

上
と
同
様
の
傾
向 、
す
な
わ
ち 、
使
用
率
の
高
い
表
左
寄
り
の
文
献
に
は

会
話・手
紙
部
と
と
も
に
地
の
文
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が、
使
用
率
の
低い
表
右

寄
り
の
文
献
で
は
会
話・
手
紙・
心
中
思
惟
部に
偏
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

〈
尊
敬
用
法
の
使
用
率
が
高
く 、

受
身
用
法
と
尊
敬
用
法
が
連
続
的
で
あ
る〉

こ
と
は、
古
文
書
の
「
る・
ら
る」
に
顕
著
に
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
る

。
す
る

と
上
掲
の
資
料
で
古
文
書
的
特
色
を
呈
す
る
の
は、
すべ
て
の
資
料
の
会
話・

手
紙・心
中
思
惟
部
と、
記
録
資
料・和
文
日
記
の
地
の
文
と、
和
歌
集(
特に

序・認
書・左
注
部)
とい
うこ
と
が
で
き
る。
つ
ま
り、
一
人
称
で
書
か
れ
た

資
料
な
の
で
あ
る

。
書
手
と
相
手
と
の
聞
で
や
り
と
り
さ
れ
る
古
文
書
が
各
作

品
の
会
話
部
と
通
じ
る
の
は
言
う
ま
で
も
ない
が、
書
手
が
直
接
に
作
品
に
参

加
し
書
手
の
視
点
か
ら
思
想・
感
情
を
表
現
す
る
白
記
類
も
古
文
書
と
通
じ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い

。
会
話
・

手
紙
部
や一
人
称
の
資
料
で
は、
主
語
や
補
語

(
1ニ 、
カ
ラ)
と
な
る
人
物
が
話
手(
書
手)
や
聞
手(
宛
所)
で
あ
る
こ
と
が

多い
た
め、
主
語
や
補
語
は
省
略
さ
れ
や
す
い
の
で
あ
る

。
こ
の
こ
と
は
別
表

3
に
あ
ら
わ
れ
た
数
値
の
上
か
ら
も
実
証
で
き
る

。
別
表3
は
各
資
料
の一
人

称
で
書
か
れ
た
部
分
で
の
「
る・ら
る」
の
上
接
動調
の
被
動
者
と
発
話
者(
書

手)
の
関
係 、
行
為
者
と
聞
手(
宛所)
の
関
係
を
見
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る

。

注
9

古
文
書
と
同
様
の〈
発
話
者(
書
手)
が
行
為
の
被
動
者
で
あ
る
〉
か
あ
るい
は

〈
会
話
の
相
手(
宛
所)
が
行
為
者
で
あ
る
〉
傾
向
が
こ
こ
に
も
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う。
実
例
を
挙
げ
れ
ば、

十
二
日 、
内
内
被
仰
任
大
臣
事(
九
麿
四
頁「
大
臣に
任
ず
る
事
を〔
私
が
帝
か

ら、
ま
た
は、
帝が
私に〕
仰
せ
ら
る」)
〔
両〕
/
被
動
者
H
書
手
の
例

「
を
の
れ
を
ば
そ
の
う
ち
に
い
れ
ら
れ
ぬ 、
つ
ら
し
と
き
こ
え
む
と
ぞ
や

。」

(
字
津
保
三
二
八
頁
九
行「〔
あ
な
た
が〕
私
を
そ
の
中に
入
れ
て
く
だ
さ
ら
ない
の

が
恨
め
しい
と
あ
な
た
に
申
上
げ
よ
う
と
思っ
て
ね」
春
宮
か
ら
正
頼へ)
尊
敬
/

被
動
者H
発
話
者 、
行
為
者H
聞
手
の
例

な
ど
(
被
動
者 、
行
為
者別
の
細
か
な
用
例
数
は
別
表
4
参
照)

。

す
な
わ
ち 、
形
式
や
内
容
が
よ
り
古
文
書
的
で
あ
る
資
料
||

上
記
の
点
の

6 



り の を 性|上く音 「 傾 所 る は 揃 か に 話 う やも ほ者的他
、 動 作 の 上申J 味 ? 一 向 で し い う の向 形 こ 、 高 ど の命に

表 作 る 明 位文ーのら 人 を 尊 、 つ 〈 古 か 式 と そ い 、 奏令も
記 を 動 確者 璽 三 転 る 称 も 敬 ま で 場 文 つ で で の と 受 上 が
上 希 調 な に 李 換 」 の つ 用 た も 〉 書 て あ あ 受 い身 と 話 で

iii;1?i誌を35 i?zai;35fiiE 
意 表 し の て ぽ 入 '- . 会 る 用 よ 転 ば た で 、 人 と だ の 式 く 】
と 現 、 受 、 条 書 り 尊 話 。 さ う 換 、 条 あ 上 称 の 。 連 を を で
相 を 相 動 方 件特や 敬 で れ な し 受 件 る 位や 連 換 続 と 占 は
通 と 手 文 向| に す の は る 箇 う 身 が と 者 対 続 言性 る め 奏

性 す が こ る の
は れ 緊 と こ 引

一人称部における尊敬、 尊敬または受身と解さ れる「る・らる」 、 ば 密 な と 用
古 、 で ど 、 がのうち、 上接動調の<行為を受ける人物が発話者・書手であ 文 尊 あ古主多

る>またはく行為者が聞手・宛所である>例の百分比 書 敬 り 文 JZく
に 用 、 書 孟
限 法 同 と ご 内
つ の時共 m 容
た 「 に 通24的
特 る 尊 す 寸に
色 ・ 敬 る 調 も
で ら 用 点 書 朝
は る 法 が ・ 廷
な 」 の 多 左 で

いの 使 い注の
と 多 用 | も 実

い 用 率 | 撰務

「 る ・ ら るJの尊敬用法の発生 と展開

別表3

古埠 九暦 貞信 古今 土佐 鏑蛤 字津 源氏 竹取 伊勢
該当例 174 9 15 11  。 11  50 18 。 。

尊敬か受身 全用例 174 9 21  12 。 11  51  19 。 。
百分比 100 71.4 91. 7 100 98.0 94.7 

% % % % % % 
該当例 163 7 37 2 。 32 123 16 2 。

尊 敬 全用例 171 12 48 4 2 39 169 23 2 。
百分比 95.3 58. 3 77. 1 82.1 72. 8 69. 6 

% % % % % % 

す
る
受

身
の
「
被」
字
を
持
つ
など
ーーーが

揃
え
ば
そ

の
傾

向
は
さら

に
強

く

な
る
と

い
え
よ
う
。

四 、

尊
敬
用
法
の
発
生
と
展
開

「
る
・

ら
る」

の
意
味

の
分
化

に
つ

い
て
論
理

的
に
考
究
さ
れ
た
従
来

の
諸

説
は

、
大
き

く〈
I

尊
敬
用
法
は
受

身
・
自
発・
可
能

の
い
ず
れ
か

の
用
法
か

ら
転

じ
た〉
と
す
る

も
の

と
〈
H
板
本

的
な
一
つ

の
意
味
から
各
用
法
が
発
生

し
た
〉
と
す
る
説

に
分
けら
れ
る

。

私
は
I

の
見
方
を
取
り
〈
主

に
受

身
用
法

の
「
る・

ら
る」
が
尊
敬
用
法

に

転
じ
て

いっ
た〉

の
で
は
な

い
か
と
考
え
る

。
受

身
も
可
能

も
自
発

も
意
味

的

に
は
相
互

に
連
続
す
る
から

、
ど
の
用
法
から
で

も転
換
す
る
可
能

性
は
あ
る

わ
け
だ
が

、
如
上

の
一
人
称

の
文
献
と
会
話
部

に
お
け
る
受

身
用
法
と
尊
敬
用

法
の
連
続

性
ーーー

す
な
わ
ち
当

時
の
人
々

の
実
際

の
言
葉

の
や

り
と
り
で

もっ

と
も
起
こ
り
ゃ
す
そ
う
な
変
化
ーー

を
重
視
すべ
き
だ
と
思
う
から
で
あ
る

。

現
在

、
I

の
諸
説

の
中
で
は
〈
自
発
用
法
から
尊
敬
用
法

に転
じ
た
〉
と
す

注
叩

る
説
が
有
力
で
あ
る

。
し
か

し
、

自
発
用
法
から
尊
敬
用
法

に転
じ
る
可
能

性

は
少
な

い
の
で
は
な

い
か

。
な
ぜ
なら、

文献
の
会
話
部

や
歌
等

に
見
え
る
自

発
用
法

の
「
る
・

ら
る」
は

、
自
分

の
行
為

に
つ

い
て

の
み
使
用
さ
れ

、
話

の

相
手

や
第
三

者
に
対

し
て
使
用
さ
れ
る

場
合
は
ほ
と
ん

ど
な

い
から
で
あ
る

。

別
表
2

の
各
作
品

の
会
話
・

手
紙・
心
中
思
惟・
歌
部
と一
人
称
の
作
品

の
地

の
文

に
見
え
る
自
発

の
例
は

、
すべ
て
自
分

の
行
為

に
つ

い
て
書
手(
発
話

者)

が
使
用

し
た

も
の
で
あ
る

。
ま
た
自
発
と
尊
敬
が
紛ら
わ

し
い
例

も
一
人
称
部

注
日

に
は
ほ
と
ん

ど
見
出
さ
れ
な

い
。

上
代
文
献
で

も
同
様
で

、「
万
葉
集」

に
一
五

O
例
ほど
使
用
さ
れ
て

い
る
自
発
あ
る

い
は
自
発
と

も
解

し
う
る
「
ゆ」
「る」

注
ロ

「ら
ゆ
」も

、
み
な
詠
手

の
行
為
を
表
す
動
詞

に
下
接
す
る
と

いっ
て
よ

い
。

こ
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れ
は、
自
発
の
「
ゆ
・
る
・
ら
ゆ
」
が
上
接
す
る
動
詞
か
ら
考
え
て
も
当
然
の

こ
と
で
あ
る。
自
発
用
法
は
非
意士山
的
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
わ
り
だ

か
ら 、
自
発
と
判
断
さ
れ
る
動
作
は
〈
意
志
が
あっ
て
も
起
こ
る
が 、
そ
の
意

志
が
な
く
て
も
不
随
意
に
起
こ
り
う
る〉
種
類
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い 。

よっ
て、
上
接
動
詞
は
お
の
ず
と「
思
う」「
心
置
く」「

待
つ
」「
恨
む
」や「
笑

む
」「
泣
く」
「
見
る」
等
の
人
間
の
心
・

感
覚
に
関
す
る
語
に
偏
る
こ
と
に
な

注
目る。

と
こ
ろ
が 、
そ
の
よ
う
な
動
作
が
行
為
者
の
意
志
に
反
し
て、
つ
い(
不
覚

に
も)
起
こ
っ
た
も
の
な
の
か、
行
為
者
の
意
志(
認
可)
の
も
と
に
起
こ
っ
た

も
の
な
の
か、
そ
の
意
志
と
行
為
と
の
関
わ
り
は
普
通
は
行
為
者に
し
か
わ
か

ら
な
い 。
ゆ
え
に
対
話
や
歌
の
贈
答 、
一
人
称
の
日
記
で
は、

他
人
の
行
為
に

つ
い
て
は
自
発
表
現
を
と
ら
な
い
の
で
あ
る。
相
手
に
対
し
て
用い
な
い
言
葉

注
M

が 、
相
手に
対
す
る
敬
意
を
表
す
意
味
に

転
ず
る
と
は
考
え
が
た
い 。

注
目

ま
た
可
能
用
法
か
ら
尊
敬
用
法
が
生
ま
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が 、
こ
れ
も

平
安

時
代
ま
で
の
可
能
用
法
は
ほ
と
ん
ど
否
定 、
反
語
表
現
で
用い
ら
れ
る
こ

と
か
ら
し
て
可
能

性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る。

次
に 、
H
の
立

場
で
は
大
野
晋
氏
の〈
根
本
の「
自
然
に
そ
う
な
る」
と
い
う

注
目

意
味
か
ら
受
身・
自
発・
尊
敬・
可
能
用
法
が
で
き
た〉
と
い
う
説
が
有
名
で
あ

る。
古
代
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
か
ら
「
す・さ
す」
と
対
比
さ
せ
て
「
る・

ら
る」
の
根
源
的
な
意
味
に
尊
敬
用
法
の
発
生
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が 、
こ

の
場
合
に
は、
尊
敬
用
法
が
自
発
や
受
身
用
法
の
成
立
と
同
じ
く
ら
い
古
く
に

発
生
し
た
と
考
え
ね
ばな
ら
な
く
な
る
の
が
難
点
で
あ
る。
太
古
の

時
代
の
意

味
分
化
で
あ
る
な
ら
何
故
尊
敬
用
法
だ
り
が
平
安

時
代に
な
る
ま
で
文
献
に
姿

を
見
せ
な
かっ
た
の
だ
ろ
う
か。
上
代
文
献
は
確
か
に
少
な
い
が 、
尊
敬
の
助

動
詞
「
す」
の
使
用
状
況
か
ら
し
て、
す
で
に
活
発
に
用い
ら
れ
て
い
た
尊
敬

用
法
の「
る・
ら
る(
ゆ・
ら
ゆ
こ
が
た
ま
た
ま
文
献
に
残
ら
な
かっ
た
と
は
考
え

が
たい 。
ま
た、
同
じ
理
屈
で
発
生
し
相
通
じ
る
意
味
を
持つ
同
語
形
の
自
発 、

受
身
用
法
は
古
く
か
ら
文
献
に
普
通
に
用い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て、
尊

敬
用
法
の
み
が
歌
や
文
章に
使
用
す
る
語
と
し
て
非
常
に
不
適
切
で
あっ
た
と

も
考
え
が
たい 。
一
般に
敬
語
は
本
来
敬
語
で
は
ない
語
か
ら転
用
さ
れ
て
で

注
げ

き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も 、
平
安

時
代
以
降
徐々
に
使
用
率

が
高
く
なっ
て
い
く

状
況
か
ら
し
で
も 、
文
献
に
現
わ
れ
た
順
序
が
示
す
通
り

註
泊目

に
受
身
や
自
発
用
法
に
遅
れ
て
成
立
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う。

言
葉
の
用
法
||

特に
日
常
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
の
用
法
ーー

を
無
視
し
て
意
味
の
変
化
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
よっ
て、
私
は「
る・

ら
る」
が
初
期
に
対
話
形
式
中
に
お
い
て
呈
す
る
顕
著
な
特
色
を
重
視
し 、

「
る・ら
る」
の
尊
敬
用
法
は
主
に
〈
対
話
中
の
お
互
い
を
行
為
者
と
被
動
者
と

す
る
受
身
表
現
か
ら
起
こ
っ
た〉
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る。

注
目

こ
の
〈
受
身
↓

尊
敬〉
説
は、
理
論
的
な
考
察に
よ
り、
松
下
大
三
郎
氏
や

注
初

注
れ

木
下
正
俊
氏
等に
よっ
て
も
す
で
に
提
唱
さ
れ
て
い
る。
松
下
氏
は
「
被
動
態

が
尊
称
に
な
る
の
は、

他
人
の
動
作
を
受
け
る
意
味
か
ら
貴
人
の
動
作
を
恭
く

頂
戴
す
る
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る」
と
述べ
ら
れ
た
が 、
木
下
氏
も
そ
れ
を

発
展
さ
せ
て

、
日
本
語
の
受
身
の
特
色
は
〈
自
己
の
領
域
内
の
も
の
を
主
格に

す
え 、
自
己
の
利
害
や
感
情
を
含
め
て
表
す
こ
と〉
で、
〈
受
身
の「
る・ら
る」

は
可
能・
自
発
と
違い 、
話
手
の
利
害
愛
憎
な
ど
の
感
情
を
表
す
語
で
あ
り、

詞
と
辞
の
両
方
の

性
格
が
あ
る〉
と
見
て、
〈
受
身
の
う
ち

、
①
話
手
が
主
格に

立
ち
②
補
格
が
尊
敬
すべ
き
人
で
③
話
手
が
光
栄
と
す
る
条

件
が

揃
う

場
合

に
、

日
本
語
の
無
主
客
性
に
よ
り、
尊
敬
表
現
化
し
て
ゆ
く〉
と
述べ
ら
れ
た。

木
下
氏
の
御
論
は、
古
文
書

他上
掲
の
文
献
で
実
際に
見
ら
れ
た
尊
敬
と
受
身

の
中
間
的
用
例
の
出
現
状
況
と
も
一
致
し 、
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る。

た
だ 、
日
本
語
の
受
身
が
本
質
的に
〈
自
己
の
利
害
や
感
情
を
含
め
て
表
す〉

8 



「る ・らるjの尊敬用法の発生と展開
か
否
か
に
つ
い
て
は、
理
論
的
な
面
の
ほ
か
に 、
古
代
の
文
献に
お
け
る
使
用

注
泣

状
況
か
ら
も
実
証
し 、
非
情
主
語
の
受
身
文
の
状
態
性 、
叙
景
性
と
の
関
係
等

も
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
両
氏
は
尊
敬
の
意
義
が
生

ま
れ
る
理
由
に
つ
い
て
「
そ
れ
ら
(
筆
者
注・・
主
格
や
補
格)
を
表
さ
ない
た

注
幻

注
目

め
の
敬
語
表
現
が
こ
れ
で
あっ
た」
「
恭
く

頂
戴
す
る
意
味
に
な
る
か
ら」
等
と

説
明
さ
れ
て
い
る
が、
私
は
〈
主
格
や
補
格
を
省
略
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
に

す
で
に
敬
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
〉こ
と
は
受
身
が
尊
敬
に

転
じ
た
積
極
的
な

注
例

理
由
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
し 、
〈
呑い
気
持
ち〉
が
直
接
に
敬
意
に
繋
がっ
た

の
で
も
な
い
と
思
う。
受
身
表
現
は、
そ
れ
を
使
用
す
る
主
体
の
〈
自
分
が
被

る
動
作に
つ
い
て
・自
分
が
手
出
し
で
き
ない 、
つ
ま
り
そ
の
行
為
に
つ
い
て
自

分
の
立

場
が
劣
勢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
気
持
ち
〉
が
〈
力
の
あ
る
動
作

主
の
行
為
に
敬
意
を
払
う
気
持
ち〉
に
繋
が
り、

敬
語
化
し
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か。
〈
相
手
の
動
作に
対
し
て 、
自
分
の
無
力
を
認
め
る
気
持
ち〉

が
行
為

者へ
の
敬
意
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う。
こ
の
よ
う
な
考
え
る

と、
木
下
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
〈
話
者に
とっ
て
不
本
意
な
行
為
の

場
合に
も 、

比
較
的
多
く

存
在
す
る
受
身
と
尊
敬
の
中
間
的
用
法〉
もス
ム
ー

ズ
に
説
明
が

で
き
る。
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
受
手
が
「
そ
れ
で
も
か
た
じ
け
ない
仕
合
わ

せ
と
し
て
受
け
よ
う
と
し
て
い
る」
と
す
る
必
要
も
な
く
な
る
の
で
あ
る。

玉 、

諸
氏

の
指
嫡
さ
れ
る
尊
敬
用
法
の

「
る
・
ら
る」

の
使
用
特
色

尊
敬
用
法
の
「る・
ら
る」
が
話
者
の
受
動
的
視
点
と
深
く
か
か
わっ
て
成

立
し
た
と
考
え
る
と、
先
学
諸
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
平
安
期
の
尊
敬
用

法
の
「
る
・
ら
る」
の
種々
の
使
用
特
色
に
つ
い
て
も
理
解
し
や
す
く
な
る。

ま
ず 、
森
野
氏
は
三
で
挙
げ
た
よ
う
に
〈
物
語
類
で
は、
院
政
期
ま
で
は
尊

敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
が
会
話
部に
偏っ
て
使
用
さ
れ
る
〉こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
が、
こ
れ
は、
尊
敬
用
法
が
対
話
に
お
け
る
受
身
表
現
か
ら
発
生
し

た
名
残
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う。
尊
敬
用
法
は
そ
の
発
生
後
し
ば
ら
く
は

〈
発
話
者
が
行
為
を
蒙
る

場
合に
使
用
さ
れ
る〉
と
い
う
性
質
を
捨
て
き
れ
ず
に

注
お

用い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
ない
か
と
思
う。
別
表
4
は、
各
資
料
の
一
人
称
部

に
お
け
る
「
る・
ら
る」
の
上
接
動
詞
の
行
為
者
と
被
動
者に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
が、
「
被
動
者
が
話
者
で
あ
る
例
の
百
分
比」
の
欄
を
見
れ
ば
分

か
る
よ
う
に 、
尊
敬
と
も
受
身
と
も
と
れ
る
例
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、
確
実

な
尊
敬
用
法
の
例
に
お
い
て
も
「
る
・
ら
る」
の
上
接
動
詞
の
行
為
を
受
け
る

人
物
が
発
話
者
二
人
称の
書
手)
で
あ
る
ケ
l

ス
は
約
五
0
1

八 、
九
Oパ
ー

セ
ン
ト
を

占め
る
の
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り、
物
語
の

会
話
部
だ
け
で
は
な
く 、
古
文
書
や
古
記
録 、
和
文
日
記
等
の
一
人
称
の
資
料

に
こ
の
用
法
が
多
く

用い
ら
れ
る
こ
と
の
理
由
がス
ム
ー

ズ
に
説
明
で
き
る。

森
野
氏
は
尊
敬
用
法
の
「
る・
ら
る」
の
こ
の
よ
う
な
偏
りに
つ
い
て、

位

相
論
的
立

場
で
解
釈
を
試
み
ら
れ
てい
る。
氏
は
〈
物
語
の
会
話
文
の
発
話
者

は
男
性
に
偏
り、
女
性
で
も
宮
廷
女
性
は
ほ
と
ん
ど
使
用
し
ない〉
現
象
を
重

視
し 、〈
こ
の
用
法
が
変
体
漢
文
の
世
界
で
発
達
し
た
た
め
に 、
生
硬
で
優
雅
さ

に
欠
け
る
表
現
と
し
て
のニ
ュ
ア
ン
ス
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
〉
の
で

は
ない
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る。
し
か
し 、
尊
敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
は
上

に
述べ
た
よ
う
に
〈
変
体
漢
文
の
世
界
か
ら
で
は
な
く 、

実
際
の
対
話
で
話
者

を
主
語
と
す
る
受
身
表
現
か
ら
発
生
し
た〉
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い 。
古
文
書

や
古
記
録
で
は
「
被」
字
を
媒
体
に
し
て
数
多
く

使
用
さ
れ
てい
る
の
で、
当

時
の
人
々
に
〈
尊
敬
用
法
の
「る・
ら
る」
は
変
体
漢
文
が
得
意
と
す
る
言い

ま
わ
し〉
と
い
う
理
解
も
あっ
た
か
も
し
れ
ない
が、
む
し
ろ 、
こ
れ
は〈「
る・

ら
る」
を
用い
て
分
析
的に
状
況
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
機
会
が
男
性
の

9 



ま
た

、
桜
井
光
昭
氏
は「
今
昔
物
語
集」

の
調
査
から

、
尊
敬
用
法
の
「る・

ら
る」

に
敬
意
の
あ
ま
り
高
く
な

い〈
一
般
尊
敬
〉

と
、

行
為
者
が
権
威
の
あ
る
公
的
な
も
の

で
政
治
的
行
為に
多
く

使
用
さ
れ
る
〈
公

尊
敬
〉
と

い
うべ
き
用
法
と
の
こ
種
が
あ

注
目品

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る。
氏
が
〈
公

尊
敬
〉
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

、
確
か
に
尊

敬
用
法
の
「
る・

ら
る」
に
は
公
的
動
作

注
幻

に
下
接
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る。
な
ぜ

上
接
動
詞
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か

に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ

れ
る
こ
と
が
な
かっ
た
が

、こ
れ
も
「
る・

ら
る」
の
尊
敬
用
法
を
〈
話
者
の

受
身
表
現
から
発
達
し
た
も
の
〉
と
考
え
れ
ば
納
得
が
ゆ
く 。

上
位
者
の
行
為

を
蒙
る

場
合に 、
任
免

、
賞
罰

、
命
令
等に
関
係
す
る
政
治
的
な
色
彩
を
帯
び

一人称部における尊敬、 尊敬または受身と解さ れる 「る・らる」の上

接動詞の被動者と行為者
古壇 九麿 貞信 古今 土佐 鯖蛤 字津 源氏 竹取 伊勢

行為者が 172 。 3 6 。 4 11 10 。 。
聞手

被動者が 関手な し 。 7 11 。 。 6 3 4 。 。
話者

尊敬 行為者が 2 2 。 5 。 l 31 2 。 。

台、 関手以外
行為が関 。 。 1 。 。 。 5 2 。 。

受身 手
被動者が 聞手な し 。 。 5 。 。 。 。 。 。 01 
話者以外

行為者が 。 。 l 1 。 。 1 1 。 。
関手以外

計 174 9 21 12 。 11 51 19 。 。
被動者が話者であ 100 66.7 91. 7 100 88.2 84.2 
る例の百分比 % % % % % % 

行為者が 101 。 20 2 。 3 60 4 1 。
聞手

被動者が 関手な し 。 6 12 。 。 19 l 4 。 。
話者

行為者が 57 l 4 。 。 4 43 2 。 。

尊敬
関手以外
行為者が 5 。 l 。 。 6 19 6 1 。
関手

被動者が 関手な し 。 5 8 。 2 4 l 2 。 。
話者以外

行為者が 8 。 3 2 。 3 45 5 。 。
関手以外

計 171 12 48 4 2 39 169 23 2 。
被動者が話者であ 92.4 58.3 75.0 66.7 61.5 43.5 
る例の百分比 % % % % % % 

別表4方
に
多
かっ
た
〉と

い
う
事
情に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

別
表
5
に
見
る
よ
う
に
『
宇
津
保」

や
「
源
氏』
の
会
話
部
で
は

、
尊
敬
に
限

ら
ず

、
受
身

、
自
発
等
の
「
る・

ら
る」
で
も
、

発
話
者
は
男

性
に
偏っ
て

い

(注) r聞手なしJの欄には、 心中思惟部と、 一人称で膏かれた作品の地の文の用例をあげている。

る
の
で
あ
る。

い
ず
れ
に
せ
よ

、
森
野
氏

も
言
わ
れ
る
ご
と
く
、

女
流
の
『
婿
鈴』

の
作
者
が
多
く

使
用
し
て

い
るこ
と

や
、

『
宇
津
保」
に
お
け
る
あ
て
宮
の
発
話

や
、

「
枕
草
子」
に
お
け
る
中
宮
定
子
の
発
話

、

『
源
氏」
に
お
け
る
字
治
の
大
君

他の
発
話

に
使
用
さ
れ
て

い
る
現
象
な
ど
か

ら
し

て
、

そ
の

位
相
語
的

性
格
は
か
な
り
デ
リ

ケ
ー
ト

な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

守合 。

10 



「る・らるJの尊敬用法の発生と展開

「る・らる」を含む会話・心中思惟・手紙・歌の発話者(差出人)の性別

字津保物語 源氏物語
会話 J心中 手紙 歌 計 会話 ，心中 手紙 歌 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

確実に尊敬、
敬 動 46 71 3 11 2 。 。 。 51 8111 51 4 21 1 11 0 。 16 8 
下接 86.4 13.6 66.7 33.3 

ま た は尊敬の
% % % % 

普 動 132 20 11 0 1 1  11 0 01 144 21 13 31 4 11 0 。 。 。 17 4 
可能性あ り 下接 87.3 12.7 81.0 19.0 

% % % % 

受 身 53 10 10 31 2 01 1 1 66 14 36 8113 51 2 01 1 1 52 14 
82.5 17.5 78.8 21.2 

% % % % 
自 発 12 51 0 01 3 41 7 5 22 14 28 71 2 01 3 21 3 5 36 14 

61.1 38.9 72.0 28.0 
% % % % 

受身か可能 21 0 。 。 。 。 。 。 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
。 。

可 能 71 2 11 0 11 0 81 3 17 51 2 11 0 01 1 11 2 。 5 2 
77.3 22.7 

% % 
自発か可能 21 0 。 。 。 。 11 0 3 。 。 21 0 。 。 。 。 。 。 2 

計 254 44 15 4119 5117 91 305 62 90 26 23 81 7 41 6 61 126 44 
83.1 16.9 74.1 25.9 

% % % % 

別表5

た
動調
が
多

く使
わ
れ
る
の
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る。
ま
た、
氏
は

〈
公
尊
敬〉
の
特
色
と
し
て
〈
尊
敬
の
対
象(
行為者)
が
漠
然
と
し

てい
る〉
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が、
こ
れ
も
同
様
の
事
情
の
し

か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か。
尊
敬
用
法
が
話
者
の
受
身

表
現
か
ら

転
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え

に、
命
令
行
為
など
を
表

す
動調

に
下
接
し
や
す

く、
行
為
者
も
明
確

に
規
定
し

に
くい

とい

う
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。い

き
お
い 、
男

性
間
で
使
用
し

た
例
が
目
立
つ
こ
と

に
な
り、
森
野
氏
の
指
摘
さ
れ
た
現
象

に
も
つ

な
が
る。

そ
し
て
〈
一
般
尊
敬〉
の
敬
意
が
低

く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も 、
も

と
が
受
身
表
現
で
あっ
た
||

す
な
わ
ち 、
話
者
が
行
為
者
か
ら
直

接
に
行
為
を
受
け
う
る
程
の
近い
関
係

に
あっ
た
||

と
す
れ
ば理

解
し
や
す

く
な
る
は
ず
で
あ
る。
話
主
が
下
位
者
で
相
手
が
直
接
の

上
位
機
関
とい
う
上
申
文
書

に
お
い
て
そ
の
使
用
例
が
多
かっ
た
こ

注
泊

と
等 、
考
え
合
わ
せ
るべ
き
で
あ
ろ
う。

六 、

お
わ
り
に

古
文
書

に
お
け
る
尊
敬
用
法
の
「
る
・
ら
る」
を
中
心

に、
他
の

平
安

時
代
前
期
ま
で
の
資
料
も
援
用
し
て、
こ
の
敬
語
が、
話
者
を

主
語
と
す
る
受
身
表
現
か
ら
発
達
し
てい
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と、

ま
た、
そ
の
変
化
の
理
由
等

に
つい
て
述べ
て
き
た

。

古
文
書
の
資
料

性
を
考
究
す
る
立

場
か
ら
言
え
ば、
実
際
の
発
話

に
お
け
る
語
の
変
化
の
考
察

に
〈
書
手
と
宛
所
と
の
聞
で
取
り
交
さ

れ
る〉
とい
う
日
常
会
話
と
似
た

場
を
持っ
と
の
資
料
が、
非
常

に

有
効
で
あ
る
こ
と
の
証
明

に
も
な
り
え
た
か
と
思
う。
ま
た、
和
文
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資
料

の
乏
し
い
平
安
初
期

の
国
語

の
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し 、

各
時
代に
存
在
す
る
と
い
う
古
文
書

の
資
料
的
価
値
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き

た
は
ず
で
あ
る

。

尊
敬
用
法

の
「
る・ら
る」
が、
仮
名
文
書、
漢
字
書
き

の
文
書
を
問
わ
ず 、

古
文
書

の、
特に
上
申
文
書に
数
多
く

見
出
さ
れ
た
こ
と
は、
そ

の
政
治
的
な

性
質
||

下
位
者

の
立

場
か
ら
要
求 、
報
告
を
述べ
る
ーー

が、
表
現
法
と
も

深
く
関
わっ
た
好
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
す
で
に
穐
固
定
樹
氏
は、

「
致
す」
や
「
存
ず」
等
が
謙
譲
語へ
変
化
し
て
ゆ
く

様
を
追
跡
さ
れ
る
に
あ
た

注
お

っ
て、
古
文
書
類
に
注
目
さ
れ
て
い
る

。
氏
は、
史
書
や
記
録 、
公
式
文
書
等

は、
社
会
的
な
身
分

の
序
列
を
厳
し
く
わ
き
ま
え 、
そ

の
序
列に
よっ
て
人
間

関
係
を
捉
え
る
必
要
が
常
に
あっ
た
と
述べ 、
そ
れ
ら
が
敬
語
表
現

の
発
達
と

関
わ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
が、
尊
敬
用
法

の
「
る・ら
る」
も 、

直
接
に
古
文
書
世
界
で
発
生
し
た
と
言
うべ
き
で
は
な
い
に
せ
よ 、
そ

の
盛
ん

に
使
用
さ
れ
る
様
子
は、
氏

の
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
相
通
じ
る
は
ず
で
あ
る

。

今
後
は、
訓
点
資
料に
お
け
る
尊
敬
用
法
と
も
詳
し
く

比
較
し 、
な
ぜ
大
坪

氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
訓
点
資
料
で
は
「
見」

の
読
み
に
尊
敬
用
法
が
偏
る

の
か
等に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
し 、
院
政
期
以
降

の
尊
敬
用
法

の
「
る
・
ら
る」
に
つ
い
て、
和
文
や
和
漢
混
清
文
に
浸
透
し
て
ゆ
く

様
相
に

つい
て
も
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

。
ま
だ
ま
だ
追
跡
すべ
き
問
題
は
多い

が、
後

の
課
題
と
し
た
い

。

注
1

築
島
絡『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
諮
に
つ
き
て
の
研
究』
(
東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
三
年
三
月) 、
森
野
宗
明「
国
語
史
上
よ
り
み
た
る
『
讃
岐
典
侍
日
記』
の
用

語
に
つ
い
て
||待

遇表
現を
中心に
||」(『

佐
伯
博
士
古
希
記
念
国
語
学
論
集』

表

現
社
一
九
六
九
年
六
月) 、
大
坪
併
治
「『
見」
を
ル・
ラ
ル
と
読
む
場
合
に
つ
い

て」
(
第
六
四
回
訓
点
語
学
会
口
頭
発
表
一
九
九一
年
五
月一一一二
日)
他
参
照 。

注
2

諸
説
は 、
峰
岸
明
「
自
発・
可
能・
受
身・
尊
敬・
使
役」
(『
解
釈
と
鑑
賞』

一
九
六
八
年一
O
月)
に
整
理
さ
れ
て
い
る 。

注
3
「
古
文
書
に
お
け
る
『
る・
ら
る」
の
特
色」
(『
語
文
研
究』
七一
一
九

九一
年
六
月)
他
の
拙
稿
参
照 。

注
4

「
所」
字
を
対
象
に
し
な
か
っ
た
の
は 、
尊
敬
の
意
味
で
使
わ
れ
た
可
能
性

が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る 。
調
査
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
(
注
3)
参
照 。

注
5
上
位
者
が
下
位
者
に
出
す
下
達
文
書
で
は
「
符
到
ら
ば
奉
わ
り
行
え」
等
の

絶
対
的 、
排
他
的 、
超
越
的
な
命
令
表
現
を
と
る
た
め 、
受
身
表
現
も
尊
敬
表
現
も

少
な
い 。
上
申
文
書
が
自
分
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
相
手
(
上
位
者)
の

存
在
を
意
識
し
て 、
「
ー
さ
れ
る
こ
と
を
請
う」
と
い
っ
た
受
身
表
現
や
尊
敬
表
現
を

多
用
し
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る 。

注
6
上
位
者
が 、
下
位
者
か
ら
も
ら
っ
た
「
解」
や
「
奏
状」
を
文
書
中
に
引
用

す
る
と
き
は 、
「
被」
で
は
な
く

必
ず
「
得」
が
使
用
さ
れ
て
お
り 、
「
被」
と
「
得」

は
そ
れ
が
上
位
者
か
ら
も
ら
っ
た
文
書
か
否
か
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る 。

詳
細
は
(
注
3)
拙
稿
別
表
8
等
参
照 。

注
7

底
本
は 、
以
下
の
刊
本
に
よ
っ
た 。
『
大
日
本
古
記
録
貞
信
公
記」
(
岩
波
書

庖
一
九
五
六
年
三
月) 、
「
大
日
本
古
記
録
九
暦』(
岩
波
書
庖
一
九
八
四
年
六
月

第
二
刷) 、
『
日
本
古
典
文
学
全
集
9
土
佐
日
記」
(
小
学
館
一
九
七
三
年
三
月) 、

『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
う
日
記
総
索
引・
本
文
編』
(
風
間
書
房
一
九
八一
年
三
月) 、

「
日
本
古
典
文
学
全
集
7
古
今
和
歌
集』
(
小
学
館
一
九
七一
年
四
月) 、
『
竹
取
物

語
総
索
引』(
武
蔵
野
書
院
一
九
五
八
年
六
月) 、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
9

伊
勢
物

語』
(
岩
波
書
庖
一
九
五
七
年一
O
月) 、
『
字
津
保
物
語
本
文
と
索
引・
本
文
編』

(
笠
間
書
院
一
九
七
三
年
三
月) 、
『
源
氏
物
語
大
成
校
異
編』
(
中
央
公
論
社
一

九
五
六
年一
月) 。
た
だ
し 、
『
字
津
保
物
語』
は
底
本
の一
O
O
O
頁
ま
で 、
「
源
氏

物
語』
は
明
石
巻
ま
で
の
調
査
で
あ
る 。

注
8

別
表
の
%
欄
に
は 、
凶
以
下
の
例
数
の
も
の
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い 。

注
9

発
話
者
(
書
手)
が
間
接
的
に
上
接
動
詞
の
行
為
を
受
け
る
場
合
の
用
例
も

含
め
た 。
た
と
え
ば 、「
た
た
む
月
に
は
大
管
会
の
御
夜 、
こ
れ
よ
り
女
御
代
い
で
た
〉
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「る・らるJの尊敬用法の発生と展開

る
べ
し 。
こ
れ
過
ぐ
し
て 、
も
ろ
と
も
に
や
は」
(『
鏡
鈴』
七
二
頁
二一
行
目
/
尊

敬)
は、
兼
家
が、
初
瀬
に
急
い
で
行
き
た
が
っ
て
い
る
作
者
に
対
し
て
「
月
が
改

ま
る
と、
大
嘗
会
の
御
綾
が
あ
り、
私
の
と
こ
ろ
か
ら
女
御
代(
兼
家
の
娘
の
超
子)

が
立
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る。
こ
れ
を
す
ま
せ
て
か
ら、
私
と一
緒
に
行
か
な

い
か」
と
述
べ
た
部
分
で
あ
る
が、
こ

の
よ
う
な
例
は
〈
発
話
者
の
兼
家
は、
娘
が

自
分
の
家
か
ら
女
御
代
と
し
て
立
つ
と
い
う
行
為
の
影
響
を
蒙
る〉
と
見
る。
「
廿
六

日 、
昨
今
左
閤
始
除
目
儀 、
而
今
回
総
有
所
労
不
被
参
入 、
の
議
停」
(『
貞
信』
一

九
七
頁
/
尊
敬)
な
ど
も
〈
左
閤
(
藤
原
仲
平)
が
参
入
し
な
か
っ
た
せ
い
で
除
目

儀
が
行
な
わ
れ
な
い
と
い
う
影
響
を
著
者
が
蒙
っ
た〉
と
見
る。
ま
た、
被
動
者
が

発
話
者
そ
の
も

の
で
は
な
く
て
も
心
情
的
に
発
話
者
と一
体
で
あ
る
場
合
も

用
例
に

含
め
た。
た
と
え
ば
「
た
ず
か
の
人
ば
か
り
を 、
あ
り
け
り
と
お
ぼ
し
を
か
れ
な
ん

を 、
う
し
ろ
や
す
く
恩
ひ
た
ま
へ
て」
(『
宇
津
保』
九
三
頁
七
行
目
/
尊
敬)
は、

俊
蔭
女
が
夫
兼
雅
に
「(
私
の
こ
と
は
い
い
か
ら)
子
供
の
仲
忠
だ
砂
を
生
き
て
い
た

の
だ
っ
た
と
あ
な
た
が
お
思
い
お
き
に
な
る
だ
ろ
う

の
を 、
私
は
安
心
し
て」
と
言

う
部
分
で
あ
る
が、
直
接
的
に
行
為
を
受
け
る
対
象
は
仲
忠
で
あ
る
が、
心
情
的
に

は
発
話
者
の
俊
蔭
女
は
息
子
の
仲
忠
と一
体
に
な
っ
て
い
る
と
解
釈
し
た。

注
凶

橋
本
進士ロ
『
助
詞
・
助
動
詞
の
研
究』
(
岩
波
書
庖
一
九
六
九
年
二
月)

二
八
三
頁 、
時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論』
(
岩
波
書
庖
一
九
四一
年一
一一
月)
四
六

四
頁
な
ど 。

注
U
一
人
称
部
に
お
い
て 、
自
発
と
も
尊
敬
と
も
解
釈
で
き
る
例
は
「
字
津
保』

に
三
例、
「
源
氏』
に
三
例、
『
蛸
鈴』
に一
例
採
取
さ
れ
た
が、
字
津
保、
源
氏
は

「
ら
し」
「
む」
「
ら
む」
が
下
接
し 、
相
手
の
自
発
行
為
に
つ
い
て
推
量
す
る
も

の。

蛸
鈴
は
「
一:・: 。
か
う
な
る
ま
で
見 .さ
り
げ
る
こ
と
よ』
と
て
う
ち
泣
か
れ
ぬ 。」

(一
八
四
頁
七
行)
の
ご
と
く 、
作
者
が
養
女
の
身
元
を
聞
い
て
感
動
し
た
兼
家
の「
泣

く」
行
為
に
つ
い
て
表
現
し
た
例
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は
作
者
も
泣
い
て
お
り、
夫

兼
家
を
感
情
移
入
の
可
能
な
自
分
側
と
見
て
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る。

注
ロ

『
万
葉
集
総
索
引』
(
平
凡
社
一
九
七
四
年
五
月)
と
『
日
本
古
典
文
学
金

集
2
i
5』
(
小
学
館
一
九
七一
年一
月
1

七
五
年一
O
月)
に
よ
る。
厳
密
に
い

え
ば
「
聞
け
ば
ね
の
み
し
泣
か
ゆ」
(
巻
二
・二
三
O
番)
の一
例
は、
自
分
の
行
為

に
つ
い
て
い
っ
た
も

の
で
は
な
い
が、
〈
聞
い
た
人
な
ら
誰
で
も(
自
分
を
含
め
て)〉

の
意
味
で
使
用
し
た
例
で
あ
る。
ま
た、
「
聞
こ
ゆ」
(
三
O
例
前
後)
「
見
ゆ」
(
二

O
O
例
前
後)
の
よ
う
な
単
語
で
も
同
様
で、
ほ
と
ん
ど
は
自
分
の「
見
る」
「
聞
く」

行
為
に
つ
い
て
使
用
し 、
相
手
に
対
し
て
使
う
時
(
七
例)
は
疑
問 、
推
量 、
希
求

の
場
合
に
限
ら
れ
る。

注
目

別
表
2

の
自
発
の
「
る
・
ら
る」
の
上
接
語
は、
す
べ
て
人
間
の
心
・
感
覚

に
関
す
る
語
で
あ
る。
「
自
発
の
意
味
を
表
わ
す
の
は、
上
に
来
る
動
詞
如
何
に
よ
る

こ
と
が
大
き
く 、
『
思
う』
『
感
ず
る』
『
忘
れ
る』
「
驚
く』
「
開聞
く』
『
思
い
出
す」

『
見
る』
『
考
え
る』
『
味
わ
う』
『
し

の
ぶ』
『
想
像
す
る』
な
ど 、
心
の
動
き
を
表
わ

す
動
詞
や
感
覚
に
伴
う
動
詞
に
限
ら
れ
て
い
る」
(『
日
本
文
法
大
辞
典」
自
発
の
助

動
詞
の
項

吉
田
金
彦

明
治
書
院
一
九
七一
年一
O
月)
等
の
記
事
も
参
照
の

こ
と。

注
M

対
話
で
は
な
く
物
語
の
地
の
文
で
自
発
の
敬
語
化
が
起
っ
た
と
考
え
る
の

も 、
ま
し
て
不
自
然
で
あ
る。
敬
語
は
讃
え
言
葉
や
避
け
言
葉
か
ら
生
ま
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
(
辻
村
敏
樹
『
講
座
国
語
史
5

敬
語
史」
〔
大
修
館
書
庖
一
九
七一

年一
一
月〕
一
二
頁
の
記
述
他)
が、
そ
の
根
本
に
は
我
が
身
の
幸
福 、
欲
求
の
実

現
を
祈
念
す
る
気
持
が
あ
る
は
ず
で
あ
る。
人
は
自
分
の
安
全
や
利
益
の
た
め
に
カ

を
持
つ
相
手
を
お
だ
て 、
機
嫌
を
損
ね
ぬ
よ
う
っ
と
め
る
も

の
で
あ
る。
敬
語
の
発

生
が
こ

の
よ
う
な
現
実
的
欲
求
と
結
び
つ
い
た
も

の
で
あ
れ
ば 、
作
り
物
語
で
登
場

人
物
に
つ
い
て
の
叙
述
か
ら
自
発
が
敬
語
化
す
る
と
は
考
え
に
く
い 。
い
ず
れ
に
せ

よ 、
自
発
用
法
は
上
接
語
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら、
今
日
い
う
と
こ
ろ

の

自
発
用
法
か
ら
主
に
尊
敬
用
法
が
発
生
・
発
達
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
は
い
ろ
い

ろ
な
点
で
無
理
が
あ
る
と
思
う 。

注
目

大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典・
同
別
記」
(一
八
九
七
年一
月
刊
一
九
八
O
年

勉
誠
社
復
刻)
一
一
八
頁 、
山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
学
概
論』
(
宝
文
館
出
版
一
九

三
六
年
五
月)
=
二
九
頁 、
此
島
正
年
『
国
語
助
動
詞
の
研
究

体
系
と
歴
史』
(
桜

楓
社
一
九
七
三
年一
O
月)
一
O
六
頁
等 。

注
目

「
日
本
人
の
思
想
と
日
本
語」
(『
文
学』
三
五
一
九
六
七
年一
二
月)

注
口

「一
体
に 、
敬
語
の
助
動
詞
は
転
来
の
も

の
ば
か
り
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
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れ
る」
(
佐
伯
梅
友
『
奈
良
時
代
の
国
語」

三
省
堂
一
九
五
O
年
九
月
一
五
八

頁) 、
「(
敬
語
は)
本
来
敬
語
で
な
い
語
か
ら
の
転
用
に
よ
っ
て
成
立
つ」
(
注
M
の

辻
村
論
文
六
頁)
等 。

注
叩日

『
万
葉
集」
で、
「
所
遊
(
ア
ソ
パ
ス)」
「
所
念
(
オ
モ
ホ
ス
ご
等
の
よ
う

に 、
「
所」
が、
尊
敬
の
「
す」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る 。
こ
れ
を
〈「
所

(
る・
ゆ
こ
に
尊
敬
の
意
味
が
あ
る

の
で、
尊
敬
の
ス
の
表
記
に
義
訓
的
に
あ
て
た〉

と
み
て 、
こ

の
時
点
で
の
「
る
・

ら
る」

の
敬
語
化
を
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
な
く

は
な
い
が、
こ

の
用
字
法
を
尊
敬
用
法
が
自
発
や
受
身
用
法
と
同
時
に
発
生
し
た
根

拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。

注
目

『
改
撰
標
準
日
本
文
法』
(一
九
三
O
年
五
月
訂
正
版

中
文
館
一
九
七
四

年
に
勉
誠
社
よ
り
復
刊)
三
七
三
頁

注
初

『
万
葉
集
語
法
の
研
究』
(
塙
書
房
一
九
七
二
年
九
月)
凹
「
受
身
と
敬
語」

注
幻

今
泉
忠
義
氏
も
「
助
動
詞
る
・

ら
る

の
意
義
分
化」
(「
国
学
院
雑
誌』
三
七

ノ
三
一
九コ
二
年
三
月)
に
お
い
て
「
仰
せ
ら
る」

の
敬
語
化
を
中
心
に
考
察
さ

れ 、
受
身
用
法
と

の
連
続
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る 。

注
幻

小
杉
衡一
「
非
情
の
受
身
に
つ
い
て」
(『
田
辺
博
士
古
希
記
念
国
語
助
詞
助

動
詞
論
叢」
桜
楓
社
一
九
七
九
年
八
月)
や 、
金
水
敏
「
受
動
文
の
歴
史
に
つ
い

て
の一
考
察」
(『
国
語
学』

二ハ
四
一
九
九一
年
三
月)
な
ど
参
照 。

注
お

木
下
(
注
初)
三
O
六
頁 。

注
川副

森
野
宗
明
氏
に
も
「
る
・

ら
る」

の
受
身
と
尊
敬
の
意
味
の
連
続
性
に
つ
い

て
「
主
体
の
動
作
を
あ
る
が
ま
ま
に
直
叙
せ
ず 、
そ
の
動
作
を
受
け
る
客
体
の
が
わ

に
即
し
て
と
ら
え
る
と
こ
ろ
か
ら
腕
曲
性
が
生
じ 、
待
遇
表
現
へ
と
転
じ
た
も

の
で

あ
ろ
う」
と
い
う
御
指
摘
が
あ
る
(『
講
座
国
語
史
5

敬
語
史』
一
三
四
頁)
が、

客
体
の
が
わ
に
即
し
て
と
ら
え
る
〈
受
身〉
と
い
う
と
ら
え
方
に
敬
意
が
生
ま
れ
る

と
す
れ
ば 、
そ
の
敬
意
は
あ
く
ま
で
〈
受
身
表
現
が
持
つ
腕
曲
性〉
と
い
う
段
階
に

留
る
は
ず
で
あ
る 。
「
私
は
(
あ
な
た
に)
言
わ
れ
る」
と
い
う
表
現
形
式 、
と
ら
え

方
を
す
る
と
こ
ろ
に
腕
曲
性、
敬
意
が
あ
る(
受
身
で
あ
る
か
ら
こ
そ
敬
意
が
あ
る)

の
で
あ
っ
て 、
そ
れ
の
み
で
は
「
あ
な
た
が
言
う」
と
い
う
行
為
に
敬
意
を
付
与
す

る
形
式
に
は
積
極
的
に
移
り
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
受
身
の
「
る
・

ら
る」

が
敬
語
に
転
換
す
る
際
に
は、
ど
う
し
て
も
「
受
身」
を
捨
て
て
「
動
作
主
が
動
作

を
す
る」
と
い
う
と
ら
え
方
へ
視
点
を
移
動
す
る
必
要
が
で
て
く
る
は
ず
で
あ
る 。

注
お

森
野
氏
も
言
わ
れ
る
ご
と
く 、
敬
語
動
詞
に
下
接
す
る
尊
敬
用
法
は
物
語
の

地
の
文
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る 。
た
だ
し
上
接
語
の
語
実
は
限
定
さ
れ
て
い
て

源
氏
で
は
「
お
ぽ
す」 、
宇
津
保
で
は
「
仰
す」
と
「
お
ぽ
す」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る 。

〈
命
令
す
る〉
〈
お
思
い
に
な
る〉
は
身
分
の
上
下
差
の
あ
る
二
人
の
間
で
受
身
の

「
る
・

ら
る」
を
伴
っ
て
使
わ
れ
や
す
か
っ
た
た
め
に
「
仰
せ
ら
る」
「
お
ぽ
き
る」

と
い
う
敬
語
と
し
て一
一誼開
化
す
る

の
が
早
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。

注
目ぬ

『
今
昔
物
語
集
の
語
法
の
研
究」
(
明
治
書
院
一
九
六
六
年
三
月)
一
ノ
五

注
幻

峰
岸
明『
国
語
学
叢
書
U

変
体
漢
文』(
東
京
堂
出
版
一
九
八
六
年
五
月)

二
三
四
頁 、
穐
固
定
樹
「
御
堂
関
白
記
・

小
右
記
の
敬
語、
敬
語
表
現
(
そ
の
こ」

「
同
(
そ
の
十
三
ご
(『
岡
山
大
教
育
学
部
研
究
集
録』
四
八 、
六
五 、
一
九
七
八 、

八
四
年)
等
に
も 、
変
体
漢
文
に
お
け
る
同
様
の
傾
向
の
指
摘
が
あ
る 。

注
お

神
仏
に
俸
げ
る
文
書
(
願
文
等)
で
は、
尊
敬
用
法
の
「
る
・

ら
る」
が
少

な
く 、
「
給
ふ」
「
せ
給
ふ」
が
多
い
(
拙
稿
「
国
語
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
|

助

動
詞
を
め
ぐ
っ
て」
〔『
古
代
中
世
史
論
集」

吉
川
弘
文
館
一
九
九
O
年
八
月〕

の
第
1
表
参
照) 。
神
が
超
越
し
た
位
置
に
い
て 、
直
接
に
神
の
動
作
を
受
動
す
る
表

現
を
取
ら
な
か
っ
た
(
受
身
の
用
例
も
少
な
い)
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

注
mU

『
中
古
中
世
の
敬
語
の
研
究』

清
文
堂
出
版
一
九
七
六
年
二
月
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(
付
記)
本
稿
は、
国
語
学
会
平
成
三
年
度
春
季
大
会
(
甲
南
女
子
大
学)
で
の
発
表

を
も
と
に
ま
と
め
た
も

の
で
す 。
発
表
席
上
ほ
か
で
御
指
導
賜
り
ま
し
た
諸
先

生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

||
九
州
産
業
大
学
専
任
講
師
||

(
平
成
四
年
二
月
十
九
日

受
理)

(
平
成
四
年
六
月
十
三
日

改
稿
受
理)


